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たまねぎレポート【第４３６号】 

 
  令和６年２月２７日 

  阪南青果株式会社 

社 内 報 

 此の冬は、予想された通りの暖冬で春野菜の生育が前進化し、出荷期が

早まった。天候は、不順で全国的に気温は、平年に比べ高く、寒暖の差が

大きかった。桜の開花も平年より早くなりそうだ。 

気象庁の３～５月の３か月予報によると、この期間の平均気温は、東・西

日本で平年並みまたは高い確率ともに４０％、沖縄・奄美で高い確率５０％。

降水量は、沖縄・奄美で平年並みまたは多い確率ともに４０％。月別予報は

次の通り。 

３月、北日本の日本海側では、平年と同様に曇りや雪または雨の日が多

い。東・西日本の日本海側では、天気は数日の周期で変わる。北日本の太

平洋側では、平年と同様に晴れの日が多い。東・西日本の太平洋側では、
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天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多い。沖縄・奄美で

は、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に曇りや雨の日が多い。 

４月、北・東日本の日本海側と沖縄・奄美では、天気は数日の周期で変

わる。北・東日本の太平洋側と西日本では、天気は数日の周期で変わり、

平年と同様に晴れの日が多い。 

５月、北日本では、天気は数日の周期で変わる。東・西日本では、天気は

数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多い。沖縄・奄美では、平

年に比べ曇りや雨の日が多い。 

 

 野菜の市場概況 

建値市場の１月の野菜の販売量は、１９３，６７３トン前年比９７％（前月

比８７％）、平均単価はｋｇ￥２３５前年比９７％（前月比９８％）。市場別には

多少の差はあるものの、総じては前年比で入荷減の単価安となっている。

市場別の販売量と平均単価及び前年比は、札幌市場の販売量は前年比９

５％、平均単価は㎏￥２０８前年比１0１％。東京市場の販売量は前年比９

７.％、平均単価は Kg￥２５０前年比９６％。名古屋市場の販売量は前年比

９１％、平均単価は㎏２３６前年比１００％。大阪本場の販売量は前年比９

５％、平均単価は㎏￥２２９前年比９７％。福岡市場の販売量は前年比１０

６％、平均単価は㎏￥１７６前年比９３％となっている。 

建値市場(拠点市場)の１月の玉葱の販売量は２０，６１３トンで前年比９

０％（前月比９１％）、平均単価はｋｇ￥１８１前年比１５５％（前月比１１０％）

となっている。特に、北海物の市況は１０月後半～１１月後半まで続伸した

ことで、高値悩みで消費が伴わず、１２月市況は頭打ちとなり、年明け相場
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は軟化傾向となった。また、流通段階の在庫が増加し、販売環境は予想以

上に厳しくなった。市場別の販売量と単価は、札幌市場の販売量は２，４８２

トン前年比８１％、平均単価はｋｇ￥１４６前年比１６２％。東京市場の販売

量は７，８６６トン前年比９０％、平均単価はｋｇ￥２０１前年比１５９％。名古

屋市場の販売量は４，６７３トン前年比９０％、平均単価はｋｇ￥１７１前年比

１５０％。大阪本場の販売量は３，７８６トン前年比９２％、平均単価はｋｇ

￥１７１前年比１５０％。福岡市場の販売量は１，８０６トン前年比１０４％、平

均単価はｋｇ￥１７９前年比１４９％となっている。 

東京都中央卸売市場の１月の野菜の入荷量は、１０７,２５９トン前比９

７％、前月比（８９％）。秋冬野菜の入荷は、夏の猛暑の後遺症から回復基

調となったが、１月は前年比、前月比ともに減少した。 (旬別の前年比では

上旬が７％減、中旬が９％増、下旬が１２％減で月間では３％減)。平均価

格はｋｇ￥２５０前年比９６％（旬別では上旬がｋｇ￥２６７前年比９１％、中旬

が￥２４０前年比１００％、下旬が￥２４９前年比９８％）となっている。主要１

５品目で入荷量が前年比増の品目は、生シイタケが前年比１０５％、バレイ

ショが１０３％、キャベツとピーマンが１０１％など６品目。前年比減の品目

は、ネギが前年比８４％、サトイモが８５％、タマネギが９０％、ニンジンが９

１％、ハクサイが９３％、など９品目。価格が前年比高の品目は、タマネギが

ｋｇ¥２０１で前年比１５９％、ネギがｋｇ３２１で１２２％、サトイモがｋｇ￥３７４

で１２０％、ハクサイがｋｇ￥５６で１０５％、など５品目。前年比安の品目は、

ダイコンがｋｇ￥７６で前年比７７％、キャベツがｋｇ￥７６で７８％、ホウレンソ

ウがｋｇ４６５で８２％、ピーマンがｋｇ￥６２７で８５％、トマトが Kg¥３０８で８

８％など１０品目となっている。 
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東京都中央卸売市場の１月の入荷量と単価 

品   目 入荷量 前年比 前月比 単 価 前年比 前月比 

  ( t ) ( % ) ( % ) ( \/kg ) ( % ) ( % ) 

野 菜 総 数 107,259 96.8 88.9 250 96.1 97.3 

た ま ね ぎ 7,866 90.2 110.0 201 158.5 104.7   

キ ャ ベ ツ 13,736 101.3 101.1 76 77.8 96.2 

は く さ い 12,166 92.9 80.8 56 105.4 127.3 

だ い こ ん 9,564 93.0 87.9 76 77.2 108.6 

に ん じ ん 5,993 90.7 72.6 118 102.6 85.5 

ば れ い し ょ 7,091 102.6 94.0 132 98.1 110.9 

レ  タ  ス 6,229 95.8 98.8 236 89.5 99.6 

ね     ぎ 4,627 84.4 83.9 321 121.5 86.3 

ト  マ  ト 4,891 96.6 104.6 308 87.7 74.2 

き ゅ う り 4,159 100.1 102.0 476 93.6 107.7 

か ぼ ちゃ 1,424 118.5 65.8 205 61.7 79.5 

な が い も 522 90.7 88.2 367 104.6 81.9 

れ ん こ ん 857 92.0 60.8 313 107.1 87.4 

に ん に く 155 77.4 79.1 1,042 123.4 100.6 

 

玉葱の概況  

需要（市場）の動き 

東京市場 

東京都中央卸売市場の１月の玉葱の入荷販売量は７,８６６トン、前年比

９０％(前月比１１０％）、主力は北海物で、北海物の販売量は５,９００トン前

年比７６％、占有率は７５％で前年比１４ポイントダウン。静岡物は１，５６９ト

ン前年比２４９％、占有率２０％前年比１２ポイントアップ。中國物は３２２トン
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前年比２５４％、占有率は４％で前年比２ポイントアップ。総平均単価はｋｇ

￥２０１前年比１５９％（前月比１０５％）。産地別では、北海物はｋｇ￥１９２

前年比１７５％（前月比９８％）。静岡物はｋｇ￥２４９前年比８７％。中國物は

ｋｇ￥１２６前年比８６％。数量的には、北海物が大幅減、静岡・中國が大幅

増。価格的には北海物が大幅高で、静岡、中國物は大幅安となっている。 

２月に入ってからも、北海物の荷動きは鈍化傾向で、ＪＡ系統では２月出

荷分から１ケース￥２００の値下げを通告してきたが、いずれの卸や仲卸も、

２月以前の発送分の手持ち在庫が多く、今迄の損失が薄まる程度で荷動き

に変化は見られなかった。２月に入り既に人気は新物に移行しており、北海

物の需要回復には至らなかった。昨今では、新物は品薄高、北海物は品余

り安の傾向が続いている。府県の新物は静岡物は既にピークを過ぎ、長

崎・佐賀物の生育は順調だが、雨天・曇天続きで出荷が停滞し品薄高が続

いている。 

２月１日～２０日の玉葱販売量は、６，５４６トン前年比９７％（前月比１３

５％）、平均単価はｋｇ￥１９１前年比１３９％（前月比９４％）。産地別の販売

量と平均価格は、北海物は数量４，５０６トン前年比８０％、平均単価はｋｇ

￥１８０前年比１５５％。静岡物は数量１，６３１トン前年比１７４％、平均単価

はｋｇ￥２２６前年比９１％。中國物は数量２４９トン前年比２９０％、平均単

価はｋｇ￥１３０前年比９１％。長崎物は数量５４トン前年比９５％、平均単価

はｋｇ￥２３０前年比９２％となっている。 

名古屋市場 

名古屋市中央卸売市場の１月の玉葱販売量は４，６７３トン前年比９０％

（前月比６６％）で前年比、前月比とも大幅減となっている。主力は北海物で
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数量は４，０２８トン前年比８３％、占有率は８６％で前年比８ポイントダウン。

静岡物は５１５トン前年比２１４％、占有率１１％で前年比６ポイントアップ。

愛知物は３１トン前年比１１０％。総平均単価はｋｇ￥１７１前年比１５０％（前

月比１３１％）。産地別の平均単価は、北海物はｋｇ￥１６２前年比１５７％。

静岡物はｋｇ￥２５１前年比８４％。愛知物はｋｇ￥２６５前年比９０％。となっ

ている。 

２月に入り、府県の新物は静岡に続き地場産地の愛知物が出始めたが、

新物は人気良好で品薄高が続いている。静岡物の入荷は例年に比べて多

いもののそれ以上の増量は期待薄で欠品回避に苦労した。北海物は、人

気離散で荷動き不振で在庫が増えるばかりで、多少の値下げで解決出来

そうでなかった。昨今では、人気は新物に移行し、注文が多く、天候不順で

入荷少なく苦労している。欠品続きで仲卸の信用を落としている。北海物は

荷動き鈍く軟調相場が続いている。更に転送物の割安品の売り込みが多く、

値下げ止む無しの状態で頭が痛い。 

大阪本場 

大阪市中央卸売市場本場の１月の玉葱の販売量は３，７８６トン前年比９

２％（前月比１０８％）、前年比減、前月比増となっている。産地別の販売量

は、北海物が３，０３５トン前年比８６％（前月比１０４％）、占有率８０％、前

年比６ポイントダウン。兵庫物が４２０ン前年比９５％（前月比７７％）、占有

率１１％前年と同じ。静岡物が２７４トン前年比２５０％、占有率は７％前年

比４ポイントアップ。総平均単価はｋｇ￥１７４前年比１５１％（前月比１０

２％）で、前年比大幅高、前月比小幅高となっている。産地別の平均単価

は、北海物はｋｇ￥１６４前年比１６０％。兵庫物はｋｇ￥２２５前年比１２
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１％。静岡物はｋｇ￥２６４前年比８７％となっている。大阪市場は前年比で

北海物大幅高、兵庫物追随高、静岡物大幅安となっている。 

 ２月に入り、兵庫の冷蔵物は、品質劣化が目立ち、人気離散でこだわり筋

の注文があるものの、良質品は少ない。北海物は、人気離散で依然荷動き

は鈍い。ホクレン系統の値下げ通告があるも、変化期待出来ず。新物の静

岡物は、引手あまたで品薄高が続いている。愛知、長崎物は入荷少ないも

のの静岡物の不足カバーで荷動き良好。昨今では、兵庫の冷蔵物は終盤

で、新物の入荷が増加傾向。少量ながら選果良く、人気上昇で高値相場が

続いている。北海物は人気離散で荷動き鈍化。静岡・長崎の新物は、雨天

曇天続きで入荷少なく相場は堅調。 

 ２月１日～２０日までの玉葱の販売量は２，９４４トン前年比８８％（前月比

１３９％）。平均単価はｋｇ￥１６７前年比１５８％（前月比９０％）。産地別の

販売量と平均単価は，北海物は２，２５５トン前年比８０％、平均単価はｋｇ

￥１５２前年比１４３％。静岡物は３３８トン前年比１６５％、平均単価は Kg

￥２３５前年比８８％、兵庫物は２７０トン前年比１０５％、平均単価は 

ｋｇ￥１８９前年比１１６％となっている。 

福岡市場  

福岡市中央卸売市場の１月の玉葱販売量は、１，８０６トン前年比１０４％

(前月比１０４％)で、前年比、前月比とも増となっている。主力は北海物で、

販売量は１，５０２トン前年比９６％、占有率８３％前年比７ポイントダウン。

中國物は２２６トン前年比２１８％、占有率１３％前年比７ポイントアップ。長

崎物は３４トン前年比２２２％。総平均単価はｋｇ￥１７９前年比１４９％、前

月比９８％となっている。産地別の平均単価は北海物がｋｇ￥１８７前年比１
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６４％、中國物がｋｇ￥１０１前年比８１％。長崎物がｋｇ￥２６２前年比８９％。

となっている。 

２月に入り、長崎物の入荷が始まったが、品質はまずまずだったが、引き

合いは今ひとつで、高値販売に努めたものの、他市場に比べ荷動きは今ひ

とつであった。北海物は相場維持を意図し勉売しているものの、荷動きが鈍

く上値少なく下値が多くなりつつある。産地では２月出荷分より、￥２００の

値下げを通告しているが、その程度では荷動きに変化は起きそうでない。

昨今では、長崎の新物に人気が出て引き合いは強いが、天候不順で好天

になるまで増えないと言う。。他方、北海物の荷動きが非常に悪く、指示価

格と実勢価格では￥１，０００もの差が生じ、苦労が絶えない。 

２月１日～２０日の玉葱の販売量は１，４０７トン前年比１０５％（前月比１

２８％）で前年比、前月比とも増加している。平均単価はｋｇ￥１７８前年比１

４０％（前月比９６％）で前年比大幅高、前月比安となっている。 

 

２月２６日（月）建値市場の玉葱市況は次の通り 

【札幌市場】  販売量１４９トン  強い 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥3,600～3,500、 Ｌ大￥3,500～2,600、 Ｌ￥.3,200～2,400、          

                     Ｍ￥2,200 ～1,800。 

静  岡１0kgＤＢ２Ｌ￥2,200 ～2,100、 Ｌ￥3,000～2,700、Ｍ￥2,600～2,400。、  

【太田市場】】   販売量１７９ トン  弱い 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,000～3,000、 Ｌ大￥3,500 ～2,500、 Ｌ￥3,200～2,000、         

                     Ｍ￥2,800～1,600。 

静  岡１0kgＤＢ２Ｌ￥2,000～1,800、  Ｌ￥2,600～2,500、  Ｍ￥2,300～2,200.  
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佐  賀１0kgＤＢ２Ｌ￥2,000～            Ｌ￥2,600～          Ｍ￥2,500～  

愛  知１0kgＤＢ２Ｌ￥2,000～1,800、   Ｌ￥2,600～2,500、 Ｍ￥2,300～2,200。  

【名古屋北部市場】   販売量６０ トン  保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,000～3,800、  Ｌ大￥3,800～3,000、 Ｌ￥3,400～2,600、          

                     Ｍ￥3,000 ～2,600。  

静  岡１0kgＤＢ２Ｌ￥2,000～1,800，  Ｌ￥2,600～2,500、 Ｍ￥2,400～2,300。  

愛  知１0kgＤＢ２Ｌ￥2,000～1,800    Ｌ￥2,600～ 2,500、 Ｍ￥2,400～2,300。 

【大阪本場】   販売量１９９ トン  保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,000～3,600、 Ｌ大￥3,500～2,700、  Ｌ￥3,000～2,200、          

                     Ｍ￥2,300～2,000。 

兵  庫冷 10kgＤＢ２Ｌ￥1,600～1,400、Ｌ￥2,000～1,800、 Ｍ￥1,800～1,600、  

兵  庫新 10kgＤＢ２Ｌ￥2,400～2,200、 Ｌ￥3,000～2,800、 Ｍ￥2,600～2,500。 

静 岡１0kgＤＢ２Ｌ￥2,200～2,000、 Ｌ￥3,000～2,500、 Ｍ￥2,600～\2,300。  

長  崎１0kgＤＢ２Ｌ￥2,200～2,000、  Ｌ￥2,800～2,600、 Ｍ￥2,400～2,300。  

愛  知１0kgＤＢ２Ｌ￥ なし                Ｌ￥2,500～2,300、  Ｍ￥ なし 

【福岡市場】   販売量８２ トン  保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥4,000～3,800、 Ｌ大￥4,000～3,400、  Ｌ￥3,500～2,800、          

                     Ｍ￥3,000～2,400。 

長  崎１0kgＤＢ２Ｌ￥2,200～2,000、  Ｌ￥2,800～2,500、  Ｍ￥2,600～2,400。  
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供給（産地）の動き 

秋冬期の主導的品種である北海道産が不作で、出荷の前倒しで年内の

出荷進捗率は６７％に達し、年明け市況は品薄高となると予想されていた

が、予想外の出回りと、終始市況高で高値悩みで需要が伸びず、流通段階

の在庫が多く、年明け相場は軟調傾向で推移している。府県の新物は、温

暖な気候の影響で生育が前進化し、極早生の出回り量は前年比大幅増と

なっている。秋冬期の輸入はコスト高から予想された程の伸びはなかったも

のの前年比２０％程度増加している。 

北海道産地 

年明けの需要不振から、ＪＡ系統では２月の出荷分から、２０ｋｇ￥２００の

値下げを通告したが、市場関係者に高値時の手持ち在庫が多く、早急な値

下げ販売は損害が大きく対応に苦慮したと言う。産地では春高を期待して

越年在庫をした人も多く、現在の出回り量は予想を上回っている。既に生産

者は次シーズンの播種期の最盛期で、高値続きの収入増から栽培意欲が

旺盛である。 

府県産地 

府県産の早生物は、静岡産地の出荷はピークを過ぎたが、長崎、佐賀の

出荷が最盛期を迎えている。今年は暖冬の影響で生育が順調で前進化し

ているが、天候不順で雨天曇天か続き、出荷は後ズレしている。球肥大は

良好で反収増となっているが、球締りにやや難があり、毎日天気予報を見

ながら晴天を待望している。 

長崎、佐賀では、現在収穫中の極早生は球肥大が進み、大粒化で反収

は５トン程度あると言う。２月は雨天・曇天続きで収穫遅れが心配されてい
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る。排水の悪い圃場では肌腐りが散見される。と品質を心配している。 

兵庫の淡路島では、２月２０日現在の冷蔵物の在庫は３７，７００ケース

（２０ｋｇポリコン詰め）で前年比４７％。他府県＋輸入物の在庫は、２１０，４

００ケース前年比７９％と報告されている。近年、淡路島では、極早生の栽

培も増加傾向で既に走りは関西市場に出荷され好評を得ている。 

輸入の動き 

１月の輸入の速報値は、２２，９０２トン前年比１１７％。北海物の年内の

出荷進捗率が６７％に達し、越年出荷量の減少予想が伝わり、需要家は輸

入物に関心が深まった。然し、円安によるコスト高や１月市況は高値悩みで

需要が伸び悩んだことで、輸入量は予想を下回った。国別では、中國が２１，

９４７トン前年比１１２％、アメリカが４６８トン前年比９７５％、オランダが３８７

トン前年はなし、オーストラリアとニュージランドが各２５トンとなっている。 

現在の日本向け価格は、２０ｋｇ．Ｃ＆Ｆ、中國（剥き玉）、＄１０，４０、Ｉニュ

ージランド￥２，１５０の水準である。 

３月の市況見通し 

北海物は在庫減で越年市況の高値が期待されていたが、年明けの需要

は低迷し、市況は軟調傾向が続いている。需給バランスの崩れは、隠れた

在庫が多かったのか？府県産の早生物の生育が順調で、出回り増となった

ことなのか？年内の高値市況が需要減の原因なのか？検証することが肝

要である。３月後半から４月始めは新物とヒネ物との端境期になるが、その

時期に北海物の短期間の高値市況があっても長続きはしない。３月相場は

新物高のヒネ物安の展開になりそうだ。昔から足らぬ足らぬは、余るの始ま

りと言われている。 （笹野敏和記） 
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